
	
	
	
	
	
	

新田博氏の『言葉の新田：一つの文学饗宴』から	
	
	
	
	
	
	

『満月の夜に』  
	

	
満月がめぐりくるたびに	

私達はいくつもの銀河を渡り	
宇宙はまた輝きの時へ戻ります	

	
そうだ!	.	.	.	確実性!	.	.	.	正しい!	

	
満月がめぐりくるたびに	

私達は天国の近くで出会えます、	
数えきれない黄道光を放ちながら	

	
この愚か者と何があるか。彼は糞でいっぱいです!	

	
満月がめぐりくるたびに	
引力の力が弱くなって	

時間の束縛から解き離れたれる	
	

まさか！完全なことが彼のしりだけです!	
	
	
	
	

 		-	T	Newfields（和訳：吉田典子訳）	
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